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学則の変更の趣旨等を記載した書類

ア．学則変更（収容定員変更）の内容

秋田大学医学部医学科の平成２０年度以降の入学定員については，同２０年度に「新医師確

保総合対策」に基づき１０名を，同２１年度に「緊急医師確保対策」に基づき５名を，同２２

年度に閣議決定「経済財政改革の基本方針 2009」に基づき７名を，同２３年度に３名，同２

６年度に２名，同２７年度に２名を「新成長戦略」に基づき，臨時定員増をそれぞれ実施した。

 平成３１年度を期限とする２９名の入学定員について，令和３年度までの期限を付した再度

の入学定員増を行い，令和２年度の入学定員を再度の定員増を行わなかった場合の９５名から

１２４名に変更する。

  これに併せて，収容定員についても上記の入学定員増により，再度の定員増を行わなかった

場合の５９５名から６５３名に変更する。

イ．学則変更（収容定員変更）の必要性

資料１「秋田県医療保健福祉計画」に示すように，秋田県の医師数（平成２８年末現在）は，

人口１０万人当たりでは２３６人と，全国平均の２５１．７人を大きく下回っており，全国と

の格差は縮まっておらず，医師の絶対数の確保が必要となっている。

また，医師の地域偏在に関しても，県庁所在地のある秋田周辺医療圏（県央部）の人口１０

万人当たり医師数は３３０．３人となっているのに対して，北秋田医療圏（県北部）や湯沢・

雄勝医療圏（県南部）ではその３～４割程度にとどまり，地域における医師偏在化が顕著とな

っている。

さらに，人口減少，少子高齢化が急速に進行しており，深刻な医師不足は産科婦人科，小児

科，麻酔科等の特定の診療科のみならず，ほとんどの診療科で医師不足の非常事態に直面して

いる。

こうした中，秋田大学医学部医学科は，秋田県内の医師定着率向上を目的に，平成１８年度

から従来の入学定員の枠内で秋田県地域枠５名を設けたのに続き，「新医師確保総合対策」や

「緊急医師確保対策」等を踏まえ，入学定員について，同２０年度に１０名，同２１年度に５

名，同２２年度に７名，同２３年度に３名，同２６年度に２名，同２７年度に２名の増員を図

ってきた。これらの増員による入学者に対しては，秋田県と連携し，県からの奨学金を貸与（資

料２）することとしている。

これらの臨時措置による増員計２９名は平成３１年度限りで終了することなるが，地域を取

り巻く医師不足や偏在の解消には至っていないことから，地域枠入学者数の維持を目的として，

２９名全てについて，本申請により令和２年度から同３年度まで再度の定員増を行うものであ

る。
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ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

①大学と県内各地域医療機関が一体となって地域医療・プライマリケア学習を充実させた

教育課程

 入学者の定員増に伴い，地域枠入学者を含む全ての入学者に対し平成２０年度より，入

学直後からの医療面接・臨床推論・医療行動科学を中心とするプライマリケア教育を通年

開始し，その評価として 7 月に OSCE を行った上で，2 学期に県内地域医療機関および

学内における早期地域医療実習を実施してきた。さらに，5 年次 9 月末から行われてきた

2 週間の地域医療実習を令和元年度から 3 週間に拡大するとともに，その後 6 年次夏まで

の 4 週間ごとの選択実習においても，全期間で県内各地域医療機関での診療参加型臨床

実習を行う予定となっている。集大成としての卒業時のパフォーマンス評価は，医療面

接・臨床推論 3 課題に加え，各診療科のプライマリケア 13 課題（計 16 課題）の診療参

加型臨床実習後（PCC）－OSCE を行っている。このように大学と県内地域医療機関が

一体化して理想的な卒前教育を目指した展開は『秋田モデル』と称されており，令和２年

度以降も引き続き実施し，その内容を充実させていく予定になっている。

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

  ①シミュレーション教育センター

キャンパス内には東日本で最大規模のシミュレーション教育センターが設置されてお

り，学生・学内教員のみならず県内医療機関の医療従事者にも開放し，高機能シミュレー

ターを用いた実技トレーニングを通して高度な手技修得を行えるよう整備している。

  ②県内医療機関等との連携体制

学生が県内の医療機関においてスムーズかつ効果的な臨床実習を行えるよう，本学と県

内の医療機関とで「秋田大学関連病院協議会」を組織しているほか，秋田県医師会とは県

内医療機関とともに「三者懇談会」を毎年開催するなど，三位一体の連携体制を構築して

全面的なバックアップを頂いている。  

  ③様々な教育手法に基づく統合型カリキュラム

  初年次からの英語による医療面接実習，学生用 Web システム，e-Learning，心エコー

腹部エコーOSCE 等，新たな教育手法の開発や実践に積極的に取り組むことで，1 年次か

ら 6 年次までをモチベーション高く，系統立てて繋ぐ統合型カリキュラムを構築してい

る。

  ④総合臨床教育研修センター

県内一体化した卒前教育にシームレスにつながる形で，卒業後は総合臨床教育研修セン

ターを中心に，初期臨床研修，さらには専門医取得や学位取得までをスムーズにサポート

する体制を整えている。
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（ウ）教員組織の変更内容

①あきた医師総合支援センター

平成２５年４月，秋田県からの委託事業として医学部附属病院内に開設した「あきた医

師総合支援センター」では，地元・秋田の医療を支えている医師やこれから支えてゆく研

修医・医学生を幅広くサポートすることを目的としており，専門医資格の取得やキャリア

アップの方法などについて先輩医師が親身になって相談を受けたり，女性医師のキャリア

形成支援や育児・介護相談まで，幅広く県内の医師の定着，増加に向けた活動を継続的に

担っている。

本センターでは，奨学金の貸与を受けた医学生や大学院生，研修医のキャリア形成のた

めの相談や支援も行っている。知事が指定する 4 年間は，医師不足がより顕著な秋田市

以外の 2 次医療圏の病院での勤務が義務となっており，各科プログラム責任者（診療科

長）とあきた医師総合支援センターが，適宜，相談してコーディネートしている。

（エ）大学全体の施設･設備の変更内容

秋田大学全体の施設・設備については，令和２年度以降も学修に支障を来す変更は予定

されておらず，医学部医学科においても良好な環境の整備・維持に努めていく。



秋田県医療保健福祉計画(抜粋） 

平成３０年３月 

秋田県

資料１

1 
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１ 医師 

○ 現 状 と 課 題 ○ 

◇ 本県の医師数は、平成 28 年末現在で 2,384 人であり、増加傾向にはありますが、人

口 10 万人当たりでは 236.0 人と、全国平均の 251.7 人を大きく下回っています。全国

との格差は縮まっておらず、医師の絶対数の確保が必要となっています。

◇ 人口 10 万人当たりの医師数を医療圏別でみると、秋田周辺医療圏が 330.3 人と最も

多く、最も低い北秋田医療圏では 117.5 人となっており、地域における医師偏在が顕著

となっています。

◇ 少子高齢化が急速に進んでいる本県においては、産婦人科、小児科、麻酔科等の特定

の診療科のみならず、内科、整形外科、外科、眼科をはじめ、ほとんどの診療科で、医

師不足となっています。

表１ 医師数の推移 (単位：人) 

区 分 
秋田県 全国 

(人口10万対) 

対全国平均 

(％) 実数 人口10万対 

平成8年末 2,087 172.5 191.4 90.1 

10年末 2,127 177.1 196.6 90.1 

12年末 2,155 181.2 201.5 89.9 

14年末 2,217 188.5 206.1 91.5 

16年末 2,239 193.2 211.7 91.3 

18年末 2,278 200.9 217.5 92.4 

20年末 2,307 208.2 224.5 92.7 

22年末 2,320 213.6 230.4 92.7 

24年末 2,308 217.1 237.8 91.3 

26年末 2.355 227.1 244.9 92.7 

28年末 2,384 236.0 251.7 93.8 

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」 

表２ 二次医療圏別医師数 (単位：人) 

区 分 
大 館 ･

鹿角 
北秋田 

能 代 ･

山本 

秋田 

周辺 

由利本荘・

にかほ 

大 仙 ･

仙北 
横手 

湯 沢 ･

雄勝 
全圏域 

医 師 数 186 41 157 1,313 199 210 192 86 2,384 

人口1 0 万対 169.3 117.5 193.8 330.3 191.8 163.4 211.2 136.0 236.0 

出典：厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」(平成 28 年) 

第２節 医療従事者の育成と確保対策
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○ 目標・目指すべき方向 ○ 

◆ 次の目標に向けて、医師確保の施策を進めます。

(単位：人) 

年 度 平成30年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 

人口10万対 245 249 253 258 259 262 

○ 主 要 な 施 策 ○ 

これまでの地域医療対策協議会における検討結果をもとに、本県の医師不足の現状を踏ま

え、次の医師確保対策を推進します。 

また、医師確保対策の実効性向上のため、秋田県地域医療対策協議会における医師確保対

策の検討過程で、若手医師・女性医師の主体的な参画を促し、意見等を今後の医師確保対策

の推進に反映します。 

（１）若手医師の地域循環型キャリア形成システムの構築

地域医療を志す修学資金等の貸与を受けた若手医師を含む秋田県内で勤務する医師

が、大学と地域の医療機関を循環しながら研鑽を積むシステムを推進し、医師としての

キャリア形成を支援しながら、医師不足地域の中核病院等における安定的な医療サービ

スの提供を実現するとともに、県内義務期間終了後の県内定着に向け、若手医師にとっ

て魅力のある環境づくりに取り組みます。 

◆ 平成 25 年度に開設した「あきた医師総合支援センター」において、地域循環型キャ

リア形成システムをサポートする仕組みづくりやコーディネーターの配置（若手医師と

医療機関の調整機能）を引き続き行い、医学教育をはじめ初期臨床研修、専門研修を通

じて、一貫したキャリア形成を支援します。 

若手医師のキャリアプランの策定に当たっては、秋田大学（医学部・附属病院）と十

分に連携するほか、派遣先の指導体制や勤務環境を考慮します。 

出産や育児、介護等事前に想定できないやむを得ない特段の事情が生じた場合には、

キャリアプラン内容の変更等について、柔軟に対応します。

◆ 医学生・大学院生・研修医への修学資金の貸与を継続します。

県内の公的医療機関で勤務する就業義務年限は、医学生が初期臨床研修を含めて貸与

期間の 1.5 倍、大学院生・研修医が貸与期間と同期間とし、医学生は就業義務年限の半

分の期間、大学院生・研修医は就業義務年限の全期間について勤務先を知事が指定しま

す。 

◆ 総合診療医を養成するため、秋田県総合診療・家庭医養成プログラムによる専門研修

を引き続き行います。 

◆ 地域医療に熱意を持つ医師を育成するため、寄附講座による、地域医療教育の充実を
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図ります。 

◆ 若手医師の派遣先である地域の病院における指導体制や受入体制の強化を図ります。

（２）県外からの研修医等の確保促進

秋田大学のみならず県外の大学を卒業した初期研修医を増やすため、きめ細かい募集

活動を行うとともに、県内初期研修医の定着を図りつつ、県外に流出した初期研修医等

を本県の後期研修医として迎える取組を強化します。 

◆ 病院合同説明会の開催・拡充を図ります。

◆ 県外大学卒研修医のネットワークの活用など、県外医学生説明会（初期研修医向け）

の開催と支援を実施します。 

◆ 県外からの後期研修医のスカウト活動を強化します。

◆ 県内の初期研修医の定着（専門研修）に向けたセミナー等を開催します。

◆ 研修病院のＰＲ手法や他県の先進事例をテーマとした研修医確保のための講演会・研

修会を開催します。 

◆ 病院合同説明会後の来訪医学生へのアプローチを強化します。

◆ 秋田の医療をＰＲする熱意あふれる指導医の紹介と魅力の伝達を行います。

◆ 創意工夫した研修プログラムや研修環境を整備する病院への支援を実施します。

◆ 研修医の県内定住に向けた地域との交流や出会いの場の創出を図ります。

◆ 医師確保のためのデータベースとして、本県の初期臨床研修修了者や修学資金貸与者

の動向を引き続き把握するとともに、今後、国が作成予定の、詳細な医師の配置状況が

把握できる新たなデータベースを、有効に活用します。 

（３）女性医師への更なる支援

増えゆく女性医師への就業支援・生活サポートの有用性について各主体の認識を一つ

にし、ライフステージに応じたきめ細やかな支援策に取り組んでいきます。特に「子育

てと仕事の両立支援」を推進し、県内定着に向けた魅力ある環境づくりに取り組みます。 

◆ 男女共同参画意識の醸成を図ります。

◆ 女性医師間の多様なネットワークの形成を図ります。

◆ 男女の出会いや交流の場づくりをします。

◆ 女性医師相談窓口や女性医師の勤務環境改善に取り組む病院を支援するなど、女性医

師の県内定着に向けた環境づくりを進めます。 

（４）裾野の広い支援

上記（１）～（３）の取組を支えるため、医師を志望する中高生を増やすための教育

を強化する等の裾野の拡大を図るとともに、医師の定着や勤務医の負担軽減のための必

要な取組を継続、強化していきます。 

◆ 医学部進学者を増やすための取組を引き続き行います。
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・ 大学の寄附講座と連携した「中学校、高校訪問セミナー（秋田県の地域医療に熱意

を持った医師の育成事業）」を継続実施します。 

・ 秋田大学、岩手医科大学、自治医科大学等のオープンキャンパス体験を促進します。 

◆ 研修医確保・定着のための取組を実施します。

・ 医学生スキルアップセミナーや各種講習会を実施します。

・ 秋田大学と協力して医療シミュレーション教育センターの活用を図ります。

◆ 勤務医負担軽減のための取組を実施します。

・ 研修指導医の負担を軽減するため、医療秘書の配置を支援します。

・ 院内保育所の整備・運営を支援します。

◆ 自治医科大卒業医師定着のための取組を強化します。

・ 自治医科大学卒業医師のネットワークづくりを図ります。

・ 自治医科大学卒業医師の総合診療専門医等の専門医資格取得のキャリア形成を支援

します。 

・ 自治医科大学卒業医師の指導体制の強化と勤務環境の改善を図ります。

◆ 県と県内病院の設置者及び管理者が協力して医師の確保に努めます。

・ ドクターバンクのＰＲに努め、医師、医療機関への求人、求職情報提供機能を強化

します。 

・ 医師の求人情報を各病院設置主体の全国団体に提供し、幅広く求職情報を収集しま

す。 

◆ 県職員医師の採用、自治医科大学卒業医師の派遣を行います。



修学資金・研修資金制度の概要

医学生 医学生 医学生 大学院生 研修医

【地域枠】 【市町村振興枠】【秋田ふるさと

元気奨学金】

貸 与 ・秋田大学 ・医学生 ・秋田大学 ・大学院生 ・臨床研修医

対 象 者 ※地域枠合格者 ※公私立、学年 医学部2～4年 ※公私立、学年、・専門研修医

出身は問わず。 ※熱意、成績、経済 出身は問わず。

※低学年を優先 的な観点から大学

採用 の推薦を受けた者

貸 与 額 ・月額１５万円 ・月額１５万円 ・月額２０万円 ・月額３０万円 ・月額２０万円

（自宅通学者 （自宅通学者 ・入学料相当額

１０万円） １０万円） ２８万２千円

・入学料相当額 ・入学料相当額 （１年生のみ）

２８万２千円 ２８万２千円

（１年生のみ） （１年生のみ)

貸 与 期 間 ・大学卒業まで（最長６年間） ・大学卒業まで ・大学院修了ま ・研修修了まで

で （臨床研修は最長２年間、

（最長４年間） 専門研修は最長３年間）

返還免除要件

勤 務 先 ・大学卒業後、１年６月以内に医師免許を取得し、・大学院又は研修修了後、直ち

その後直ちに、県内の公的医療機関等に勤務 に知事が指定する公的医療機

・返還免除要件となる勤務期間のうちの半分を、 関等に勤務

知事が指定する公的医療機関等に勤務（平成20

年度以降、貸与開始者に限る。）

・市町村振興枠の知事指定勤務先は、自治体病院

診療所が優先（ただし診療所の勤務にあっては

１年を限度とする）

診 療 科 ・限定なし ・知事が別に定める診療科（産婦

人科、小児科、麻酔科、精神科、外科、

循環器内科、消化器内科）

【専門研修医のみ上記診療科及び総合診療】

勤務期間 ・貸与期間の１．５倍の期間 ・貸与期間と同じ期間

返 還 ・上記の返還免除要件を満たさない場合、

貸与額に年１０％の利息を付した額を、１年以内に月賦又は半年賦で返還

返 還 猶 予 ・大学、大学院に在学しているとき

・災害や疾病、負傷によりやむを得ず医師の業務に従事できないとき

※医学生修学資金（地域枠、市町村振興枠）について平成２２年度新規貸与者から、自宅、自

宅外で貸与額が異なる。

資料２

1



令 和 2 年 度
医 学 部 入 学 定 員 増 員 計 画

秋大総第5 3 7 号
令和元年9月1 1日

文部科学省高等教育局長 殿

「地域の医師確保等の観点からの令和2年度医学部入学定員の増加について（令和元年9

月2日文部科学省高等教育局長。）以生労働省医政局長通知）」を受けて、標記に関する沢料

を提出します。 , '  

く連絡先＞

責任者連絡先 職名・氏名 医学系研究科・医学部総務課 総括主査 佐藤巧

TEL 0 1 8 - 8 8 4 - 6 0 0 6 

FAX 0 1 8 - 8 3 4 - 8 6 1 9 

E mail takumi@i imu. aki ta u. ac. jp 

1



１
．

地
域

の
医

師
確

保
の

た
め

の
入

学
定

員
増

に
つ

い
て

増
員

希
望

人
数

2
9

都
道

府
県

名
増

員
希

望
人

数
秋

田
県

2
9

2
9

※
「
大

学
所

在
地

以
外

の
都

道
府

県
」
が

5
都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、

残
り

の
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

都
道

府
県

名
H

3
0
地

域
枠

定
員

（
※

1
）

H
3
0
貸

与
者

数
（
※

2
）

R
1
地

域
枠

定
員

（
※

1
）

R
1
貸

与
者

数
（
※

2
）

H
3
0
と

R
1
の

貸
与

者
数

の
う

ち
多

い
方

の
数

秋
田

県
2
9

2
9

2
9

2
4

2
9 0 0 0 0 0

計
2
9

2
9

2
9

2
4

2
9

（
※

1
）
臨

時
定

員
分

の
み

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
※

2
）
恒

久
定

員
の

中
で

地
域

枠
を

実
施

し
て

い
る

場
合

、
恒

久
定

員
分

の
地

域
枠

の
人

数
も

含
め

た
修

学
資

金
の

貸
与

実
績

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
※

6
都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、

残
り

の
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

（
１

）
対

象
都

道
府

県
名

及
び

増
員

希
望

人
数

大
学

が
所

在
す

る
都

道
府

県

計 （
２

）
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
た

地
域

枠
学

生
の

確
保

状
況

2



１
．

大
学

が
講

ず
る

措
置

１
－

１
．

地
域

枠
学

生
の

選
抜

①
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
地

域
枠

学
生

の
選

抜
に

つ
い

て
、

下
記

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

地
域

枠
（
ⅰ

）
推

薦
入

試
（
指

定
校

推
薦

を
含

む
）

別
枠

（
先

行
型

）
2
4

2
4

H
2
1
以

前

元
気

枠
（
ⅲ

）
一

般
入

試
地

域
枠

（
前

期
・
後

期
）

手
挙

げ
（
事

後
）

5
5

H
2
2

合
計

2
9

2
9

（
※

1
）
貴

大
学

の
学

生
募

集
要

項
の

事
項

を
そ

の
ま

ま
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
令

和
2
年

度
に

実
施

す
る

地
域

枠
学

生
の

選
抜

に
つ

い
て

、
下

記
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

名
称

入
試

区
分

選
抜

方
式

選
抜

方
法

（
※

1
）

出
願

要
件

（
※

1
）

開
始

年
度

名
称

入
試

区
分

選
抜

方
式

選
抜

方
法

（
※

1
）

出
願

要
件

（
※

1
）

開
始

年
度

備
考

（
前

期
日

程
）

セ
ン

タ
ー

試
験

，
個

別
学

力
検

査
，

面
接

及
び

調
査

書

（
後

期
日

程
）

セ
ン

タ
ー

試
験

，
小

論
文

，
面

接
及

び
調

査
書

　
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
①

高
等

学
校

も
し

く
は

中
等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
1
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者
②

通
常

の
課

程
に

よ
る

1
2
年

の
学

校
教

育
を

修
了

し
た

者
お

よ
び

平
成

3
1
年

3
月

修
了

見
込

み
の

者
③

学
校

教
育

法
施

行
規

則
第

1
5
0
条

（
第

6
号

を
除

く
。

）
の

規
定

に
よ

り
高

等
学

校
を

卒
業

し
た

者
と

同
等

以
上

の
学

力
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

次
の

ア
か

ら
カ

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
お

よ
び

平
成

3
1
年

3
月

3
1
日

ま
で

に
こ

れ
に

該
当

す
る

見
込

み
の

者
ア

外
国

に
お

い
て

学
校

教
育

に
お

け
る

1
2
年

の
課

程
を

修
了

し
た

者
ま

た
は

こ
れ

に
準

ず
る

者
で

文
部

科
学

大
臣

の
指

定
し

た
も

の イ
文

部
科

学
大

臣
が

高
等

学
校

の
課

程
と

同
等

の
課

程
を

有
す

る
も

の
と

し
て

認
定

し
た

在
外

教
育

施
設

の
当

該
課

程
を

修
了

し
た

者
ウ

専
修

学
校

の
高

等
課

程
（
修

業
年

限
が

3
年

以
上

で
あ

る
こ

と
そ

の
他

の
文

部
科

学
大

臣
が

定
め

る
基

準
を

満
た

す
も

の
に

限
る

。
）
で

文
部

科
学

大
臣

が
別

に
指

定
す

る
も

の
を

文
部

科
学

大
臣

が
定

め
る

日
以

後
に

修
了

し
た

者
エ

文
部

科
学

大
臣

の
指

定
し

た
者

オ
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
規

則
（
平

成
1
7
年

文
部

科
学

省
令

第
1
号

）
に

よ
る

高
等

学
校

卒
業

程
度

認
定

試
験

に
合

格
し

た
者

（
同

規
則

附
則

第
2
条

の
規

定
に

よ
る

廃
止

前
の

大
学

入
学

資
格

検
定

規
程

（
昭

和
2
6
年

文
部

省
令

第
1
3
号

）
に

よ
る

大
学

入
学

資
格

検
定

に
合

格
し

た
者

を
含

む
。

）
で

1
8
歳

に
達

し
た

も
の

カ
本

学
に

お
い

て
，

個
別

の
入

学
資

格
審

査
に

よ
り

，
高

等
学

校
を

卒
業

し
た

者
と

同
等

以
上

の
学

力
が

あ
る

と
認

め
た

者
で

，
1
8

歳
に

達
し

た
も

の

（
３

）
令

和
2
年

度
地

域
の

医
師

確
保

の
た

め
の

入
学

定
員

増
に

つ
い

て

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
，

調
査

書
，

推
薦

書
，

志
願

理
由

書
，

小
論

文
お

よ
び

面
接

の
結

果
を

総
合

し
て

判
定

し
ま

す
。

　
次

の
(1

)か
ら

(5
)の

各
号

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

(1
)
秋

田
県

内
の

高
等

学
校

（
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
を

含
む

。
）
も

し
く
は

中
等

教
育

学
校

を
平

成
3
0
年

3
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
1

年
3
月

卒
業

見
込

み
の

者
(2

)
秋

田
県

の
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
，

か
つ

卒
業

後
一

定
期

間
，

秋
田

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

で
医

療
に

従
事

す
る

強
い

意
志

を
有

す
る

者 (3
)
学

業
成

績
お

よ
び

人
物

と
も

に
優

れ
，

出
身

学
校

長
（
高

等
学

校
長

等
）
が

責
任

を
持

っ
て

推
薦

で
き

，
合

格
し

た
場

合
，

入
学

を
確

約
で

き
る

者 (4
)
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

Ａ
段

階
（
全

体
の

評
定

平
均

値
が

4
.3

以
上

）
の

者
(5

)
本

学
他

学
部

お
よ

び
他

の
国

公
立

大
学

の
推

薦
入

試
に

出
願

し
て

い
な

い
者

秋
田

県
地

域
枠

：
１

９
人

程
度

、
全

国
地

域
枠

５
人

程
度

全
国

地
域

枠
の

場
合

、
出

願
要

件
⑴

が
下

記
の

要
件

と
な

る
。

①
秋

田
県

外
の

高
等

学
校

（
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
を

含
む

。
）
も

し
く
は

中
等

教
育

学
校

を
平

成
3
0
年

3
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
1
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者
②

文
部

科
学

大
臣

が
高

等
学

校
の

課
程

と
同

等
ま

た
は

相
当

す
る

課
程

を
有

す
る

も
の

と
し

て
認

定
ま

た
は

指
定

し
た

在
外

教
育

施
設

の
当

該
課

程
を

平
成

2
9
年

4
月

以
降

に
修

了
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
1
年

3
月

修
了

見
込

み
の

者

備
考

3



地
域

枠
（
ⅰ

）
推

薦
入

試
（
指

定
校

推
薦

を
含

む
）

別
枠

（
先

行
型

）
2
9

2
9

H
2
1
以

前

合
計

2
9

2
9

（
※

1
）
貴

大
学

に
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
の

事
項

を
そ

の
ま

ま
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
，

調
査

書
，

推
薦

書
，

志
願

理
由

書
，

小
論

文
お

よ
び

面
接

の
結

果
を

総
合

し
て

判
定

し
ま

す
。

　
次

の
(1

)か
ら

(5
)の

各
号

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者 (1

)
秋

田
県

内
の

高
等

学
校

（
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
を

含
む

。
）
も

し
く
は

中
等

教
育

学
校

を
平

成
3
1
年

3
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
2
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者
(2

)
秋

田
県

の
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
，

か
つ

卒
業

後
一

定
期

間
，

秋
田

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

で
医

療
に

従
事

す
る

強
い

意
志

を
有

す
る

者
(3

)
学

業
成

績
お

よ
び

人
物

と
も

に
優

れ
，

出
身

学
校

長
（
高

等
学

校
長

等
）
が

責
任

を
持

っ
て

推
薦

で
き

，
合

格
し

た
場

合
，

入
学

を
確

約
で

き
る

者
(4

)
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

Ａ
段

階
（
全

体
の

評
定

平
均

値
が

4
.3

以
上

）
の

者
(5

)
本

学
他

学
部

お
よ

び
他

の
国

公
立

大
学

の
推

薦
入

試
に

出
願

し
て

い
な

い
者

秋
田

県
地

域
枠

：
１

９
人

程
度

、
全

国
地

域
枠

５
人

程
度

全
国

地
域

枠
の

場
合

、
出

願
要

件
⑴

が
下

記
の

要
件

と
な

る
。

①
秋

田
県

外
の

高
等

学
校

（
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
を

含
む

。
）
も

し
く
は

中
等

教
育

学
校

を
平

成
3
1
年

3
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
2
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者
②

文
部

科
学

大
臣

が
高

等
学

校
の

課
程

と
同

等
ま

た
は

相
当

す
る

課
程

を
有

す
る

も
の

と
し

て
認

定
ま

た
は

指
定

し
た

在
外

教
育

施
設

の
当

該
課

程
を

平
成

3
0
年

4
月

以
降

に
修

了
し

た
者

お
よ

び
平

成
3
2
年

3
月

修
了

見
込

み
の

者

4



１
－

２
．

教
育

内
容

②
（
過

去
に

地
域

枠
を

設
定

し
た

こ
と

が
あ

る
場

合
）
こ

れ
ま

で
の

取
組

・
実

績
を

、
3
～

5
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（
正

規
科

目
）
に

つ
い

て
、

講
義

・
実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
シ

ラ
バ

ス
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生

１
年

次
初

年
次

ゼ
ミ

「
医

学
」

全
員

必
修

必
修

講
義

３
０

コ
マ

１
年

次
医

療
行

動
科

学
全

員
必

修
必

修
講

義
４

０
コ

マ

２
年

次
地

域
医

療
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

―
シ

ョ
ン

と
チ

ー
ム

医
療

全
員

必
修

必
修

講
義

２
５

コ
マ

５
年

次
地

域
医

療
全

員
必

修
必

修
実

習
７

５
コ

マ

５
，

６
年

次
秋

田
県

研
修

病
院

実
習

全
員

必
修

必
修

実
習

１
０

０
－

１
２

５
コ

マ

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
（
地

域
枠

学
生

の
希

望
者

の
み

の
場

合
は

、
対

象
者

を
「
地

域
枠

学
生

」
、

必
修

／
選

択
の

別
を

「
選

択
」
と

ご
記

載
く
だ

さ
い

。
）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

そ
の

ま
ま

に
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

講
義

・
実

習
名

対
象

者
（
※

1
）

講
義

／
実

習
の

別
単

位
数

開
始

年
度

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

都
道

府
県

で
の

地
域

医
療

実
習

な
ど

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

養
成

の
観

点
か

ら
の

教
育

内
容

の
概

要
（
令

和
2
年

度
）
に

つ
い

て
、

5
～

6
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

  
プ

ラ
イ

マ
リ

ケ
ア

を
担

う
総

合
的

な
診

療
能

力
を

修
得

す
る

た
め

に
必

修
講

義
と

し
て

、
入

学
直

後
か

ら
１

年
次

通
年

（
毎

週
火

曜
日

３
－

４
コ

マ
）
で

主
要

症
候

の
臨

床
推

論
学

習
と

医
療

面
接

演
習

を
行

い
、

評
価

と
し

て
の

O
S
C

E
を

７
月

・
１

２
月

に
４

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

、
１

年
次

１
０

月
か

ら
は

学
内

・
県

内
地

域
医

療
機

関
へ

の
早

期
臨

床
実

習
・
地

域
医

療
実

習
を

３
日

間
実

施
し

て
い

る
。

２
年

生
で

は
、

地
域

医
療

講
義

、
多

職
種

連
携

・
地

域
包

括
ケ

ア
P

B
L
の

講
義

を
１

週
間

行
っ

て
い

る
。

集
大

成
と

し
て

の
４

年
次

１
０

月
か

ら
の

診
療

参
加

型
臨

床
実

習
で

は
、

５
年

次
１

０
月

に
３

週
間

の
必

修
地

域
医

療
実

習
後

、
６

年
次

ま
で

４
－

５
週

間
単

位
で

選
択

の
県

内
医

療
機

関
に

よ
る

地
域

医
療

実
習

を
行

っ
て

い
る

。

（
参

考
：
記

入
例

）
1
～

2
年

次
に

は
、

「
○

○
」
と

い
う

科
目

を
開

講
す

る
と

と
も

に
「
△

△
」
を

必
修

化
し

、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。

3
～

4
年

次
に

は
、

×
×

実
習

を
行

い
、

～
～

を
学

ん
で

い
る

。
ま

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
と

し
て

□
□

を
実

施
し

て
い

る
。

令
和

2
年

度
か

ら
は

、
■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、

～
～

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

  
 平

成
2
0
年

度
か

ら
地

域
枠

に
よ

る
増

員
を

開
始

し
、

令
和

元
年

度
ま

で
に

2
7
8
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し

、
上

記
の

教
育

の
取

り
組

み
（
地

域
枠

に
特

化
せ

ず
、

一
般

枠
も

含
め

全
員

に
必

修
で

行
っ

て
い

る
。

）
を

行
っ

て
き

た
。

平
成

３
１

年
４

月
の

時
点

で
、

そ
の

う
ち

1
2
1
名

が
、

初
期

研
修

医
・
各

科
専

門
専

攻
医

等
と

し
て

県
内

地
域

医
療

に
貢

献
し

て
い

る
。

（
参

考
：
記

入
例

）
平

成
○

年
度

か
ら

地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し

、
□

□
、

■
■

な
ど

の
取

組
を

行
っ

て
き

た
。

令
和

元
年

度
ま

で
に

△
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し

、
そ

の
う

ち
▲

名
が

現
在

～
～

と
し

て
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

必
修

／
選

択
の

別

H
2
1
以

前

R
1

H
2
2

H
2
2

H
2
2

5



④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、

提
供

す
る

地
域

医
療

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
れ

ば
、

そ
の

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

対
象

者
（
※

1
）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

の
養

成
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
令

和
元

年
度

以
前

か
ら

継
続

す
る

取
組

を
含

む
）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

高
校

訪
問

講
義

主
な

県
内

各
地

域
の

高
校

に
お

い
て

医
師

を
目

指
す

高
校

生
に

対
し

最
新

の
医

学
教

育
に

つ
い

て
入

学
前

教
育

を
毎

年
度

実
施

し
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
1
,0

1
4
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

H
2
2

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ミ
ナ

ー
医

学
科

に
興

味
が

あ
る

県
内

高
校

生
に

対
し

、
医

学
部

に
お

け
る

医
学

教
育

、
臨

床
、

研
究

、
地

域
医

療
の

魅
力

に
つ

い
て

、
そ

の
実

際
を

見
学

し
た

り
、

実
践

的
に

学
ぶ

セ
ミ

ナ
ー

を
毎

年
度

開
催

し
て

い
る

。
H

2
3

都
道

府
県

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

6



２
．

都
道

府
県

等
と

の
連

携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1
）

秋
田

県
2
9

新
入

生

自
宅

通
学

者
　

1
0
万

円

自
宅

外
通

学
者

　
1
5
万

円

7
4
8
万

2
千

円

1
,1

0
8
万

2
千

円

○
×

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
そ

の
他

、
都

道
府

県
と

連
携

し
た

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
例

：
在

学
中

の
学

生
に

対
す

る
都

道
府

県
と

連
携

し
た

相
談

・
指

導
、

卒
後

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

支
援

）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

３
．

そ
の

他

１
．

各
地

区
医

療
機

関
の

教
育

研
修

体
制

の
充

実
、

教
育

力
向

上
の

た
め

に
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
セ

ン
タ

ー
で

県
内

医
療

機
関

の
医

師
・
看

護
師

・
医

療
従

事
者

の
た

め
の

各
種

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
い

る
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
の

高
性

能
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
持

参
し

て
県

内
医

療
機

関
で

病
棟

単
位

な
ど

の
救

急
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
て

お
り

、
今

後
も

充
実

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。
２

．
大

学
と

県
内

地
域

医
療

機
関

の
指

導
医

と
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
共

有
し

て
、

学
生

指
導

の
評

価
や

指
導

内
容

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

準
備

を
し

て
い

る
。

１
～

２
に

記
入

し
た

も
の

以
外

で
、

そ
の

他
、

地
域

の
医

師
確

保
の

観
点

か
ら

大
学

の
今

後
の

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
1
～

3
行

程
度

）
特

に
、

都
道

府
県

か
ら

の
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

、
地

域
枠

入
学

者
を

確
保

す
る

た
め

に
貴

大
学

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
こ

と
や

今
後

の
取

組
み

予
定

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

修
学

資
金

貸
与

学
生

向
け

説
明

会
修

学
資

金
制

度
へ

の
理

解
と

卒
後

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
等

を
支

援
す

る
た

め
，

入
学

前
，

４
年

時
，

６
年

時
に

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
H

2
5

 (
※

1
）
○

の
場

合
は

、
備

考
欄

に
詳

細
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
都

道
府

県
が

厚
生

労
働

省
に

提
出

す
る

予
定

の
地

域
の

医
師

確
保

等
に

関
す

る
計

画
及

び
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
（
平

成
元

年
法

律
第

6
4
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こ
と

を
約

束
す

る
文

書
を

添
付

し
て

下
さ

い
。

な
お

、
複

数
の

奨
学

金
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

記
入

く
だ

さ
い

。

貸
与

額
　

（
例

：
2
0
0
,0

0
0
）

選
抜

方
法

選
抜

時
期

・
大

学
卒

業
後

，
１

年
６

か
月

以
内

に
医

師
免

許
を

取
得

し
，

そ
の

後
直

ち
に

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

に
勤

務
す

る
こ

と
。

・
県

内
の

公
的

医
療

機
関

等
の

勤
務

期
間

が
貸

与
期

間
の

1
.5

倍
に

達
す

る
こ

と
。

・
返

還
免

除
要

件
と

な
る

勤
務

期
間

の
う

ち
，

そ
の

２
分

の
１

の
期

間
に

つ
い

て
は

，
知

事
が

指
定

す
る

公
的

医
療

機
関

等
に

お
い

て
医

師
の

業
務

に
従

事
す

る
こ

と
。

③
地

域
枠

入
学

者
で

あ
れ

ば
別

途
選

抜
を

実
施

せ
ず

貸
与

・
総

貸
与

額
に

は
，

入
学

料
相

当
額

（
2
8
万

2
千

円
）
を

含
む

。

・
推

薦
入

試
Ⅱ

（
セ

ン
タ

ー
試

験
を

課
す

）
の

入
学

試
験

の
地

域
枠

2
9
人

で
選

抜
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

，
秋

田
県

の
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
，

卒
業

後
一

定
期

間
，

秋
田

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

で
医

療
に

従
事

す
る

強
い

意
志

を
有

す
る

者
を

推
薦

要
件

と
し

，
入

試
を

実
施

し
て

い
る

。

貸
与

対
象

返
還

免
除

要
件

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
診

療
科

の
限

定
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名

備
考
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学科・枠 推　薦　の　要　件

医　
　

学　
　

科

一 般 枠

  次の(1)から(3)の要件すべてに該当する者
(1) 次のいずれかに該当する者

① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学校を令和 2
年3月卒業見込みの者（令和元年度の途中に卒業を認められた者を含む。）

② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等または相当する課程を有するものと
して認定または指定した在外教育施設の当該課程を令和 2 年3月修了見込みの
者（令和元年度の途中に修了を認められた者を含む。)

(2) 調査書の学習成績概評がＡ段階（全体の評定平均値が4.3以上）に属する者の
うち，本学科への入学に固い意志を持ち，特に医学の分野で将来にわたり活躍
を期待する十分な資質を有すると思われる者で，出身学校長（高等学校長等）
が責任を持って推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者

(3) 本学他学部および他の国公立大学の推薦入試に出願していない者

医

学

科

地

域

枠　
　

＊
以
下
必
読

秋田県地域枠

   次の(1)から(5)の各号の要件すべてに該当する者
(1) 秋田県内の高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学校

を平成31年3月以降に卒業した者および令和 2年3月卒業見込みの者
(2) 秋田県の修学資金の貸与を受け，かつ卒業後一定期間，秋田県内の公的医療機

関等で医療に従事する強い意志を有する者
(3) 学業成績および人物ともに優れ，出身学校長（高等学校長等）が責任を持って

推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者
(4) 調査書の学習成績概評がＡ段階（全体の評定平均値が4.3以上）の者
(5) 本学他学部および他の国公立大学の推薦入試に出願していない者

全 国 地 域 枠

   次の(1)から(5)の各号の要件すべてに該当する者
(1) 次のいずれかに該当する者

① 秋田県外の高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学
校を平成31年3月以降に卒業した者および令和 2年3月卒業見込みの者

② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等または相当する課程を有するものとし
て認定または指定した在外教育施設の当該課程を平成30年4月以降に修了し
た者および令和 2年3月修了見込みの者

(2) 秋田県の修学資金の貸与を受け，かつ卒業後一定期間，秋田県内の公的医療機
関等で医療に従事する強い意志を有する者

(3) 学業成績および人物ともに優れ，出身学校長（高等学校長等）が責任を持って
推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者

(4) 調査書の学習成績概評がＡ段階（全体の評定平均値が4.3以上）の者
(5) 本学他学部および他の国公立大学の推薦入試に出願していない者

学科・専攻 推　薦　の　要　件

保　

健　

学　

科

看 護 学 専 攻

理 学 療 法 学 専 攻

作 業 療 法 学 専 攻

 次の(1)から(3)の要件すべてに該当する者

(1) 次のいずれかに該当する者

① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学校を令和 2

年3月卒業見込みの者（令和元年度の途中に卒業を認められる者を含む。)

② 文部科学大臣が高等学校の課程と同等または相当する課程を有するものと

して認定または指定した在外教育施設の当該課程を令和 2年3月修了見込みの

者（令和元年度の途中に修了を認められる者を含む。）

(2) 学力，人物ともに優秀な者で，出身学校長（高等学校長等）が責任を持って

推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者

(3) 本学他学部および他の国公立大学の推薦入試に出願していない者

＊【医学部医学科：秋田県地域枠および全国地域枠に関する事項】
　　地域枠の出願にあたっては「秋田県地域枠医師等キャリア形成プログラム」を必読し，
　秋田県医学生修学資金制度を理解のうえ、出願してください。

　秋田県医学生修学資金について
　　ＵＲＬ　 http://common3．pref．akita．lg．jp/ishikakuho/

あきたの医師・医療情報総合サイト「秋田の医療情報、みてたんせ」
  ＞秋田県の医師支援策＞修学資金・研修資金＞秋田県地域枠医師等キャリア形成プログラム

　　問合せ先：秋田県健康福祉部医務薬事課医療人材対策室　電話番号 018-860-1410

　医学部

秋田の医療情報
みてたんせ
QR コード
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　教育文化学部　学校教育課程　教育実践コース

　【音楽】

　実技の内容：１～３のジャンルから２つを選択し，演奏する。

　１．ピアノ（任意の楽曲を選び，暗譜で演奏）

　２．声楽（以下の４曲から１曲を選び，原語および暗譜で演奏）

ａ．滝廉太郎作曲　荒城の月　ニ短調

ｂ．山田耕筰作曲　この道　　ホ長調

ｃ．Ａ．スカルラッティ作曲　Sento nel core　ヘ短調

ｄ．Ａ．カルダーラ作曲　Sebben,crudele　ニ短調

※伴奏は大学教員が担当します。伴奏譜は大学で用意します。

　３．管楽器，弦楽器，打楽器，和楽器

　（１つの楽器を選び，任意の独奏曲を暗譜，無伴奏で演奏）

※独奏パート譜（楽器名を記載し，推薦入試と明記したもの）を出願時に提出してください。

使用する楽器は次に示すものとし，各自持参してください。

ただし，マリンバ（Ｃスケール，４オクターヴ）は大学で用意します。

管楽器・・・フルート，オーボエ，クラリネット，サクソフォーン，ファゴット，ホルン，

トランペット，トロンボーン，ユーフォニアム，テューバ

弦楽器・・・ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ，コントラバス

打楽器・・・マリンバ

和楽器・・・三味線，箏，尺八

　【美術】

　実技の内容：基礎的な立体および平面の造形（３時間）

※実技検査に必要なものは本学で用意します。

学科・専攻等
実 施 教 科 等 受 験 を

要 す る
教 科 等教科等 採 点 ・ 評 価 の 観 点 ， 基 準 等

医　

学　

科

一　 般 　枠

小論文
　社会・文化・自然科学・医療等に関する日本語および英語の文章を素
材にしていくつかの設問をし，それに対して論述させ，理解力・思考力・
表現力等をみます。 小 論 文

および
面　　接

面　接
　調査書を参考に，医師としての適性，即ちコミュニケーション能力・
科学的思考・論理的思考，医師としての倫理性，社会への関心度，積極性・
意欲・将来性等について評価します。（集団面接）

秋田県地域枠

全国地域枠

小論文
　社会・文化・自然科学・医療等に関する日本語および英語の文章を素
材にしていくつかの設問をし，それに対して論述させ，理解力・思考力・
表現力等をみます。 小 論 文

および
面　　接

面　接
　調査書を参考に，地域医療に貢献する強い意欲，医師としての適性，即
ちコミュニケーション能力・科学的思考・論理的思考，医師としての倫理性，
社会への関心度，積極性・意欲・将来性等について評価します。（個別面接）

保　

健　

学　

科

看護学専攻 面　接
　人の健康・生活に対する関心や理解，学習意欲と目的意識，他者への
共感とコミュニケーション能力，協調性などをみます。

面　　接

理学療法学専攻

作業療法学専攻

小論文
　医療技術者としての適性と資質を判断するため，思考力，洞察力，
表現力などをみます。 小 論 文

および
面　　接

面　接
　人の健康・生活に対する関心や理解，学習意欲と目的意識，他者への
共感とコミュニケーション能力，協調性などをみます。

　大学入試センター試験の成績，調査書，推薦書，志願理由書（医学科のみ），小論文（保健学科看護学専攻は
除く。）および面接の結果を総合して判定します。

　実技検査の内容

　医学部
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